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子宮内膜癌細胞株を CD117 で染色しフローサイトメトリーにて確認したと Ishikawa、MFE280 細胞
の CD117の発現を認めた。陽性、陰性細胞に分離し in vitroで培養したところ陽性細胞は陰性細胞に






ド stem cell factor(SCF)相互作用について検討したところ、CD117 陽性細胞は陰性細胞に比し SCF
タンパクの発現亢進し、SCFに対する抗体が SCF/CD117シグナルに効果して腫瘍コロニーの形成を阻
害することも認められた。このため、CD117は SCFの自己分泌依存的に腫瘍細胞の増殖に関わると考
えられ、この SCF/CD117シグナルを子宮内膜癌の治療ターゲットとして in vitro、in vivo両面で検
討を行った。CD117に対する分子標的薬であるイマチニブの有効性を検討したところ CD117陽性細胞
は陰性細胞に比しイマチニブに対する感受性を示していた。シスプラチンとイマチニブとの併用療法
により、単剤投与に比べ in vitro、in vivo共に有意な腫瘍抑制効果が認められた。 
以上の結果から、子宮内膜癌において CD117は侵攻性腫瘍マーカーだけではなく、独立した予後不
良因子であることも判明された。SCF/CD117 シグナルに対するイマチニブをシスプラチンと併用する
ことで、増感作用が認められたことから、子宮内膜癌に対する有効な分子標的治療薬と既存の抗癌剤
の併用による治療戦略の道筋が示された。 
審査結果の要旨  
 
※ 英文不可。必ず和文で作成してください。 
 
